講演会は早大文学部卒の新進気鋭の歴史作家　山名美和子講師の講演
演題　「動乱のなかの女たち　―愛と勇気と－」
講演要旨
戦国の動乱に翻弄され　過酷な生涯を生きぬいた女たちの逸話、画像を交えながらの講演は真に熱の籠ったものであった。時代考証も適切と思われる。戦国時代、銃後の管理一切は女たちの役目。家事采配は勿論　武家では子弟の教育、隣国との外交、緊急時避難対策考も女性の領域という。女性は昔から強かったのだと改めて認識させられた思いだ。
戦国の動乱を生き抜いたヒロインの中で　特に武蔵国忍城（埼玉県行田市）の美貌の女将軍甲斐姫の数奇な生涯については特に　大変興味深く聞かせて頂いた。
石田三成軍３万に対し忍城３５０の城兵で防戦　落城せず　甲斐姫が名代で和議を成立、蒲生氏郷のお預けとなる。　その後蒲生氏郷は会津に転封となるが　氏郷の留守中浜田兄弟の謀反に甲斐姫が成敗。評判を聞いた秀吉は命により　甲斐姫を側室としたが　更に　甲斐姫を秀頼の守り役とした。
秀頼は正妻に千姫を迎えるが子はなさず、側室の小石（おいわ・甲斐姫の妹の遺児）の間に国松、奈阿姫をもうける。
慶長２０年（１６１５年）大阪城落城に際し　豊臣家最後の遺児奈阿姫は　お初、千姫、甲斐姫の尽力で　京極家に匿われた後　千姫の助命嘆願によって千姫の養女として鎌倉東慶寺に入り出家することとなり　法号泰山天秀を賜った。その後天秀尼は第２０世住職に就き　東慶寺中興の祖として名が広まった。甲斐姫は７３歳の生涯を東慶寺で終え　自らの墓標もここにあるという。
講師プロフィ－ル
作家。東京生まれ。早稲田大学文学部卒業。東京・埼玉の公立学校教員を経る。第19回歴史文学賞入賞。日本文藝家協会会員。日本ペンクラブ会報委員会委員。鳩山町文化財保護委員・町史編纂委員。朝日カルチャーセンター講師。
著書
『梅花二輪』 『光る海へ』 『ういろう物語』 『恋する日本史』 『戦国姫物語』 『甲斐姫物語』ほか。
共同執筆
『週刊 名城をゆく』 『週刊　名将の決断』 『実は平家が好き』 『絵解き 大奥の謎』 『万葉の恋歌』 『歴史小説ベスト113』 『忠臣蔵なるほど百話』 『ゼロからわかる忠臣蔵』 『徳川三代なるほど事典』 『祭りの歳時記』 『石原莞爾と満州帝国』など多数。
